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The Case Study on Management of Large-Scale University-Industry Cooperation 




University-industry cooperation has focused on creation of innovation in recent years. Therefore 
the program of cooperation has been getting more large-scaled and complex with participation of 
plural companies. The report aims to clarify the success factors for well -managed 
university-industry cooperation. Nowadays we have to establish specific management methods 
focusing on large-scale cooperation. We interviewed the scientists and the administrators at the 
four projects selected from “Creation of Innovation Centers for Advanced Interdisciplinary 
Research Areas Program,” which is one of governmental programs for large-scale 
university-industry cooperation. As a result of the interview, we clarified some kinds of important 
approach or policy as follows, 
- university should involve top executives of companies 
- in the area of drug discovery, it’s important to collaborate with the internal program of a 
pharmaceutical company 
- university should not request compensation from industry for the reason that university does 
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◇CSTEC・・・再生医療本格化のための最先端技術融合拠点（Cell Sheet Tissue Engineering 
Center） 
◇AK 拠点・・・次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点  
◇ナノ量子拠点・・・ナノ量子情報エレクトロニクス連携研究拠点   
 








































































































訪問機関  インタビュー対象者  
2014 年  
6 月 5 日  
東京女子医科大学
（CSTEC） 
特任教授 岡野光夫氏  
先端生命医科学研究所  客員教授 江上美芽氏  
先端生命医科学研究所  特任講師 岩田隆紀氏  
先端生命医科学研究所  特任助教 佐々木大輔氏  
2014 年  
6 月 16 日  
株式会社セルシー
ド（CSTEC） 
代表取締役社長 橋本せつ子氏  
知的財産部長 坂井秀昭氏  
2014 年  
6 月 26 日  
国立大学法人京都
大学（CK 拠点） 
大学院医学研究科 教授 吉村長久氏  
学際融合教育研究推進センター 先端医工学研究ユニット 
教授 近藤輝幸氏  
大学院医学研究科 特任教授 清水公治氏  
CK 協働プロジェクト事務支援室  特定職員  加藤るみ子氏  
先端医工学研究ユニット URA 栗谷尚子氏  
2014 年  






大学院医学研究科 AK プロジェクト拠点執行責任者 特任教授 成宮周氏  
大学院医学研究科 AK プロジェクト情報知財管理オフィス 准教授 早乙女
周子氏  
（アステラス製薬株式会社） 
研究本部 薬理研究所 専任理事 荒森一朗氏  
2014 年  
8 月 4 日  
キヤノン株式会社
（CK 拠点） 
総合 R&D 本部医用イメージング推進プロジェクト 担当部長 齋藤恵志氏  
総合 R&D 本部医用イメージング推進プロジェクト 担当部長 宮崎康子氏  
2014 年  国立大学法人東京 ナノ量子情報エレクトロニクス研究拠点  機構長 荒川泰彦氏  
5 
8 月 6 日  大学（ナノ量子拠
点） 
生産技術研究所光電子融合研究センター 准教授 岩本敏氏  
2014 年  





基盤技術研究所 シニアディレクター 山本剛之氏  
（国立大学法人東京大学）  























及び 3 年半後）に再審査を行い、1/3 程度に絞り込みを行う 
・本格的実施に移行する課題はその後 7年間継続実施。平成 18年から開始し、平成 20年までに
計 21 課題を採択。現在は 12 課題を実施中。 
 
◇実施規模 
・再審査までの 3 年間 年間 3 億円程度  

















実施機関  国立大学法人 京都大学  
実施期間  平成 18 年度〜27 年度  



















◇ 訪問日時：2014 年 6 月 26 日（木）9：30～11：30 
◇ 場所： 京都大学 先端医療機器開発・臨床研究センター 5 階 501 会議室 
◇ 出席者： 
 京都大学 吉村教授、近藤教授、清水特任教授、加藤氏、栗谷 URA 
 科学技術・学術政策研究所  渡邊総括上席研究官、新村上席研究官  
 
（１）研究開発の進捗管理について 











協力者  総勢約 30 名による全体会議を年 3～4 回開催し、成果を共有している。
9 年目からは、3 者の PAT プローブ開発担当者約  10 名によるプローブ開発、
非臨床研究へのプローブの選定・絞り込み、および  PAT プローブの有効性と有
用性確立のための打ち合せを、月 1～2 回開催している。 
 
(3)   京都大学・研究担当理事・副学長、キヤノン・執行役員（総合  R & D 本部副本部長）、
大塚製薬・診断事業部室長と７グループの全研究担当者の参加による非公開の「定










ヤノンは、代表取締役副社長（総合  R & D 本部長）、執行役員（総合  R & D 本部
副本部長）、大塚製薬は、常務執行役員・診断事業部長を含むプロジェクト関係者が
一堂に会する。 








京都大学： 執行責任者、グループリーダー他、最高執行責任者が指名した者  
キヤノン： 執行役員（総合  R & D 本部副本部長） 
 医用イメージング推進プロジェクト担当部長  






京都大学： 研究担当理事・副学長、実行委員会委員  
キヤノン： 執行役員（総合  R & D 本部副本部長） 
 医用イメージング推進プロジェクト担当部長  
大塚製薬： 診断事業部室長  
 




 情報学研究科長、医学部附属病院長  他  
キヤノン： 代表取締役副社長（総合  R & D 本部長） 
 執行役員（総合  R & D 本部副本部長） 
 医用イメージング推進プロジェクト担当部長  
大塚製薬：常務執行役員・診断事業部長  
○ 諮問委員会（1 回／年）・・・外部有識者 5 名から成り、最高総括責任者が諮問委員会を
招集する。「成果報告会」に参加頂き、プロジェクトの進捗状況および  CK 拠点運営に関
する重要事項の審議に資する助言を受ける。 
【構成員】 運営委員会委員、推進委員会委員  
 















 ① 参画企業の選定、参画企業の組み合わせ（競合関係、業態の棲み分けなど） 
(1) 「先端融合領域イノベーション創出拠点形成プログラム」の公募開始約一年前から、
京都大学医学研究科、工学研究科等の教授、およびキヤノンの役員、部長クラスの












(4) 大塚製薬は、2012 年に CK 拠点の協働機関として基本契約を締結し、正式に参画
したが、参画の一年前頃から成果報告会に出席、共同研究実施契約締結までは、キ
ヤノンと大塚製薬との間で秘密保持契約を締結していた。 











(1) CK プロジェクトが 9 年目に入り、分子プローブの実用化・製品化に向けて、京都大学、
キヤノン、大塚製薬の 3 者による共同研究が本格化している。3 者の役割分担の明確
化、研究成果の共有、および共同実験計画策定のために、3 者の実務者による密な
11 














③ 企業経営層の CK 拠点への関与  
















① 学会・論文発表や就職活動時における制約  
(1) CK プロジェクトから生まれた発明・成果を、学会発表、論文発表する場合には、予稿




（案）等）を添付の上、プロジェクト支援室および CK 拠点知財担当  URA にメールに
て提出する。プロジェクト支援室は、執行責任者の承認を得て、管理番号を付し管理













② CK 拠点内における研究成果取扱ルールの周知徹底  
(1) 研究成果の取り扱いに係る秘密保持、および上記①の公表手続き、特許出願手続等
について、CK 拠点内研究担当者にはプロジェクト支援室、CK 拠点知財担当  URA 
が作成した冊子を配布し、実行委員会においても各グループリーダーにグループ内で
の周知徹底を依頼している。また、新規にプロジェクトへの参画を希望する研究者につ




































  ◇ メリット 
   〇 単独出願・・・ 他の企業へのライセンスによる活用余地がある。 
   〇 共同出願・・・ 価値判断を発明完成時ではなく、先伸ばしできる。 
 価値ありと判断した特許について、より実用化に近い時期に大学の  
 持ち分をライセンスできる。 
   〇 協働企業への譲渡・・・ 発明の内容・価値を熟知しているため、有効活用が期待さ 
 れる。大学側の特許出願・維持・管理の手間・費用の削減  
 が可能。１１） 
 
  ◇ デメリット 
   〇 単独出願、共同出願・・・特許出願・維持費用の負担が大きい。 
 （特にプロジェクト終了後） 
   〇 企業への譲渡・・・ 企業による発明の価値評価（譲渡価格の設定）が正当に行われ
ているか？について懸念が持たれる。１１） 
 
 ② 共同出願の場合に不実施補償を要求しているか、知財の有効活用のための措置  































CK 拠点に常駐する研究者の数  
－ キヤノンから京都大学に 33 人の研究者が常駐している（CK プロジェクトに参加  
しているキヤノン研究者は 125 人）。 
－ 京都大学の研究者は、工学系 56 名＋医学系 49 名。 
 CK プロジェクトが終盤に近づいたため、平成  26 年度は、工学系 38 名、医学  















◇日時：2014 年 8 月 4 日（月）13:00～14:50 
◇場所：キヤノン株式会社 下丸子本社  
◇出席者： 
キヤノン株式会社 齋藤部長、宮崎部長  





〇実行委員会・・・執行役員（総合 R&D 本部副本部長） 
医用イメージング推進プロジェクト担当部長  
〇推進委員会・・・執行役員（総合 R&D 本部副本部長） 
医用イメージング推進プロジェクト担当部長  































































































































実施機関  学校法人 東京女子医科大学  
実施期間  平成 18 年度〜27 年度  

















◇訪問日時：2014 年 6 月 5 日（木）10:00～12:30 
◇場所：TWIns 2F 会議室  
◇出席者： 
東京女子医科大学 岡野特任教授、江上客員教授、岩田特任講師、佐々木特任助教  



















































































































































































































































(1) CSTEC 知財ワーキンググループ 




ート関連の知財取扱方針については、知財 WG の判断・意見がかなり尊重されている。 
 

























(3) 研究評価と特許出願力  


































大学間での共同出願の場合も基本的には 50 : 50 で特許出願を行う。ただ、国立大学の場合、
PCT 国際出願時に大学が承継しないという決定を行うことが多いので、JST 支援を早めに申し
込むが、東京女子医大単独で PCT 国際出願を行うこともある。また実用化、事業化の可能性










































































































◇日時：2014 年 6 月 16 日（月）18:30～20:15 
◇場所：株式会社セルシード本社  会議室  
◇出席者： 
セルシード社 橋本代表取締役社長、坂井知的財産部長  
科学技術・学術政策研究所 渡邊総括上席研究官、新村上席研究官  
 
（１）研究開発の進捗管理について 
























































































































































































































 ②セルシード社の CSTEC への常駐研究者の人数、所属研究テーマ 



















実施機関  国立大学法人 京都大学  
実施期間  平成 19 年度〜28 年度  


















◇日時：2014 年 6 月 26（木）14:00～16:00 
◇場所：京都大学アステラス融合ラボ 荒森教授室 
◇出席者： 
AK 拠点 京都大学 成宮特任教授、早乙女准教授  
アステラス製薬（株）荒森専任理事（京都大学特任教授を兼務） 


























































































































































































































































運営する委員会の枠組み、どのように融合拠点を構築するかなども AK 拠点をモデルとした。 
・メディカルイノベーションセンターは独立採算で実施しており、企業が研究費を 100%負担している
ことが AK 拠点と異なる（間接費 30％を使用可能。人件費等に充てることができる。）。なお、建















実施機関  国立大学法人 東京大学  
実施期間  平成 18 年度〜27 年度  


















◇日時：2014 年 8 月 6 日（水）10:25～12:00 
◇場所：東京大学生産技術研究所 荒川教授室  
◇出席者： 
東京大学 荒川教授、岩本准教授  










シャープ(株)：研究開発本部  基盤技術研究所長   
日本電気(株)：中央研究所 理事   
(株)日立製作所：中央研究所  エレクトロニクス研究センター長    
(株)富士通研究所：取締役    





     工学系研究科長ほか 
シャープ(株)：研究開発本部  基盤技術研究所長  
日本電気(株)：中央研究所 理事   
 (株)日立製作所：中央研究所長    
 (株)富士通研究所：取締役    





シャープ(株)：執行役員  研究開発本部長   
日本電気(株)：執行役員 中央研究所長   
 (株)日立製作所：執行役常務    
 (株)富士通研究所：代表取締役社長   






















































































































































































◇日時：2014 年 9 月 18（水）15:30～17:00 

























































































































































































































































































































































































































































































































・国立大学法人 京都大学 『高次生体イメージング先端テクノハブ』HP 
http://ckpj.t.kyoto-u.ac.jp/ 
・学校法人 東京女子医科大学  『再生医療本格化のための最先端技術融合拠点』HP 
http://www.twmu.ac.jp/ABMES/CSTEC/ja 
・国立大学法人 京都大学 『次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点』HP 
http://www.ak.med.kyoto-u.ac.jp/ 


















平成 25 年 10 月 29 日 科学技術・学術審議会 産業連携・地域支援部会  
イノベーション創出機能強化作業部会  
・調査報告書（CRDS-FY2013-RR-04） 産学共創イノベーション事例  
―チームコラボレーションの時代の取組み― 科学技術振興機構研究開発戦略センター 
・ワークショップ報告書（CRDS-FY2013-WR-08） 産学共創イノベーション事例に関するワーク 












大学院医学研究科 教授 吉村長久氏  
学際融合教育研究推進センター 先端医工学研究ユニット 教授 近藤輝幸氏  
大学院医学研究科 特任教授 清水公治氏  
CK 協働プロジェクト事務支援室  特定職員 加藤るみ子氏  
先端医工学研究ユニット URA 栗谷尚子氏  
 
キヤノン株式会社  
総合 R&D 本部医用イメージング推進プロジェクト 担当部長 齋藤恵志氏  
総合 R&D 本部医用イメージング推進プロジェクト 担当部長 宮崎康子氏  
 
東京女子医科大学  
特任教授 岡野光夫氏  
先端生命医科学研究所  客員教授 江上美芽氏  
先端生命医科学研究所  特任講師 岩田隆紀氏  
先端生命医科学研究所  特任助教 佐々木大輔氏  
 
株式会社セルシード  




大学院医学研究科 AK プロジェクト拠点執行責任者 特任教授 成宮周氏  
大学院医学研究科 AK プロジェクト情報知財管理オフィス 准教授 早乙女周子氏  
 
アステラス製薬株式会社  
研究本部 薬理研究所 専任理事 荒森一朗氏  
 
東京大学  
ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構 機構長 荒川泰彦氏  









フェロー 齋藤和男氏  
フェロー 福田佳也乃氏  
 
（独）科学技術振興機構科学技術プログラム推進部  
プログラム主管 村川克二氏  
主査 中島高弘氏  
 
株式会社産業革新機構  
戦略投資グループ 参事 寺崎智宏氏  
 
文部科学省科学技術・学術政策局   
産業連携・地域支援課 課長補佐 江頭基氏  
産業連携・地域支援課 専門官 打田剛氏  
産業連携・地域支援課 係長 佐藤澄氏  
産業連携・地域支援課大学技術移転推進室 室長補佐 塚本英則氏  
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